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海
外
日
誌
（
二
＋
九
）

丈
部
噛

在
外
班
究
員
山
　
本

清

大
正
三
年
十
一
月
・
咽
八
日
（
火
）

　
朝
日
噂
雫
ロ
ン
ド
ン
（
リ
ヅ
プ
ー
ル
俸
車
場
レ
獲
Q
大
攣
菰
霧
で
、
汽
車
ほ
多
少

鼎遅

黶
E
る
だ
ろ
・
り
ご
豫
期
さ
れ
■
て
る
た
み
十
時
哨
遡
ぎ
漸
く
ケ
ン
プ
可
ヂ
輩
旧
）
騒
げ
μ
施

も
あ
れ
大
嵐
天
文
甚
を
訪
問
。
露
髄
エ
デ
ン
ト
ン
氏
ば
口
下
ア
・
－
ー
カ
族
行
中
な

の
で
、
次
席
の
，
h
マ
ー
ト
氏
に
面
會
、
八
吋
子
午
環
や
シ
ー
ブ
シ
ャ
ン
ク
ス
（
十

二
吋
日
章
演
式
）
爲
眞
鏡
た
見
ぜ
て
貰
つ
れ
。
明
日
再
臨
奄
約
し
て
、
衣
に
ほ
御

隣
り
の
太
陽
物
理
天
丈
豪
強
訪
ね
る
。

　
太
陽
物
理
の
方
で
嬉
し
か
つ
れ
こ
ピ
ば
、
　
一
昨
年
の
夏
ヰ
ル
ソ
ン
山
で
知
つ
表

カ
ロ
ル
氏
が
今
此
所
の
副
長
で
あ
る
こ
ぜ
だ
っ
表
Q
こ
・
で
も
＝
ウ
チ
鵡
（
二
十

五
吋
）
望
遠
鏡
や
、
前
の
ハ
ギ
ン
ス
天
日
豪
か
ら
移
さ
れ
六
＋
吋
爲
眞
鏡
や
、
コ

ン
モ
ン
氏
の
三
咲
反
射
鏡
や
、
又
、
南
ヶ
ン
シ
ン
ト
ン
天
三
皇
か
ら
移
さ
れ
六
数

多
い
實
瞼
器
械
か
－
見
糞
。
そ
れ
か
ら
、
か
の
君
子
の
研
究
で
有
名
な
C
T
R
ヰ
ル

ソ
ン
氏
の
室
に
案
内
さ
れ
■
、
数
収
の
電
子
葛
虞
か
見
ぜ
ら
れ
六
。

　
正
午
頃
，
ヰ
ル
ソ
ン
氏
に
敦
へ
ら
れ
て
、
天
交
璽
近
く
の
家
に
．
東
京
天
文
盗

か
ら
研
究
に
來
て
る
ら
れ
る
萩
原
琳
な
訪
ね
、
食
後
俘
ほ
れ
て
ケ
ン
プ
”
ヂ
大
學

の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
を
見
物
し
索
。
背
ニ
ウ
ト
ン
が
學
∠
だ
ト
リ
ニ
テ
ィ
画
院
の
内

や
外
、
現
総
長
～
」
ト
ム
ソ
ン
氏
の
住
居
の
前
、
禮
拝
堂
内
に
に
ニ
ウ
ト
ン
、
テ

ニ
ス
ン
等
の
一
事
准
見
、
又
，
セ
ネ
ー
ト
や
、
キ
ン
グ
忽
＋
院
、
ク
イ
ン
思
㍗
院
、
C
ダ

ー
ギ
ン
の
家
、
カ
ゴ
ン
デ
シ
硬
究
所
な
ご
、
何
れ
も
最
近
の
理
研
史
上
に
連
想
の

多
い
も
の
で
あ
っ
六
。

　
ロ
ン
ド
ン
・
タ
イ
ム
ス
紙
上
に
、
H
H
タ
ー
ナ
ー
敏
授
が
J
H
ジ
ー
ン
ス
氏
の

最
新
の
宇
宙
論
た
紹
介
し
て
居
る
の
を
よ
む
。

十
一
月
置
九
日
（
水
）

　
朝
十
一
時
、
再
び
太
陽
物
理
天
丈
蔓
な
訪
れ
、
馬
長
ニ
ウ
チ
ル
氏
ご
小
一
眸
間

ほ
こ
話
一
9
0
正
午
に
に
招
か
れ
て
カ
ロ
ル
氏
ε
シ
ド
ニ
ー
・
サ
セ
ク
ス
學
院
の
一

室
内
で
食
事
し
、
大
急
ぎ
自
働
寧
で
停
車
場
に
か
け
つ
け
、
一
時
横
綱
の
専
行
列

車
に
の
る
。

　
三
時
過
㍉
．
ピ
ー
タ
ー
沢
ロ
ー
で
飛
り
換
　
の
六
め
下
車
し
た
の
か
幸
ひ
、
有
名

な
力
小
ド
ラ
　
　
右
見
る
o
1
1
1
．
時
牛
同
ゆ
巾
獲
。
　
ヨ
ー
〃
で
又
乖
小
り
換
へ
の
索
め

下
車
　
、
暫
　
城
壁
の
ほ
ぜ
り
か
散
ル
し
六
〇

　
十
時
、
ダ
ー
リ
ン
ト
ン
貯
）
東
北
ホ
テ
中
の
謬
～
な
る
o

i文天．二大ヂリプンケ

十
一
月
、
日
（
木
）

　
早
朝
七
時
ダ
ー
リ
ン

ト
ン
螺
か
ら
支
線
の
一

列
車
に
の
り
、
　
一
時
間

後
、
タ
ウ
ロ
ー
着
Q
霜

の
路
な
ふ
み
つ
㌔
　
近

く
に
「
T
1
ー
エ
ス
ビ
ン
師

の
宅
な
訪
れ
カ
。
飴
り

時
刻
が
早
い
の
で
、
助

手
ミ
ル
バ
ー
ン
氏
．
か
始

め
鷹
接
ゼ
ら
れ
、
裏
の

庭
に
牧
め
ら
れ
て
あ
る

九
吋
や
十
七
吋
や
二
「

四
吋
な
ご
の
大
小
反
射

夕
曇
鋭
か
見
ぜ
ら
れ
衷

何
れ
も
手
製
か
、
或
は

手
製
な
議
定
し
穴
薦
け

づ
り
の
器
械
で
に
あ
る

が
か
う
し
六
も
の
で
、

過
去
四
十
餓
年
間
に
、

エ
ス
ビ
ン
氏
等
が
一
多
く

の
槻
測
や
獲
見
か
ぜ
ら
れ
糞
ミ
思
ふ
ミ
感
心
ぜ
ざ
る
か
得
な
い
。
一
望
蓮
鏡
為

一
萱
し
て
、
家
に
帰
っ
て
身
上
の
ユ
作
室
や
砿
物
展
竪
室
な
ご
奄
見
て
、
再
び
元

の
室
に
昂
っ
て
來
て
見
る
ミ
、
主
人
エ
ス
ピ
ン
氏
も
出
て
來
ら
れ
て
、
自
分
は
朝

食
の
御
守
曝
し
な
が
ら
、
色
ん
な
話
存
す
る
。

一
三
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十
一
暗
、
僻
し
て
タ
ウ
ロ
導
爆
Q
ダ
；
リ
ン
ト
ン
で
乗
り
か
へ
、
二
暗
孚
に
匡

ダ
ー
ラ
ム
に
下
車
し
糞
O
こ
、
で
ほ
、
や
1
1
り
塵
藻
附
属
の
天
文
豪
を
丘
の
ヒ
に

訪
れ
た
が
、
生
憎
、
主
任
サ
ー
セ
ン
ト
氏
が
附
近
の
學
坐
蓮
動
競
技
で
も
見
に
行

っ
て
み
る
ら
し
く
、
不
在
で
あ
っ
六
・
め
、
内
部
な
見
る
こ
ミ
か
醐
來
す
ロ
バ
建
物

の
外
槻
か
ら
主
な
設
備
准
想
像
し
云
の
み
，
尤
も
此
の
臨
交
蔓
ぱ
為
し
六
も
の
で

な
く
、
ぜ
い
ぐ
十
和
以
下
の
小
さ
な
望
遠
鏡
た
二
三
持
っ
て
る
る
に
過
ぎ
な
い

ら
し
い
Q
一
自
分
ご
し
て
も
此
の
町
に
來
て
、
天
丈
壷
奄
見
ろ
よ
り
も
糞
晴
し

覇
難
戦

外の師ンピスエ
く
見
事
　
カ
セ
ド
ラ
シ
の
内
外
の

景
色
な
見
糞
こ
ピ
の
方
が
興
味
に

深
か
っ
実
定
思
ふ
。
建
築
｝
こ
い
ひ

、
其
れ
な
園
む
天
然
の
景
色
¢
い

ひ
、
こ
ん
な
立
派
な
も
の
な
此
の

田
含
に
見
や
う
亡
匡
思
に
な
か
つ

六
。　
午
後
五
時
ダ
ー
ラ
ム
嚢
。
日
没

後
八
時
鰹
鳥
國
エ
デ
ン
バ
ラ
に
着
、

理
説
ホ
テ
ル
に
入
ろ
O

　
十
口
月
二
藍
■
日
（
金
）

　
約
に
よ
り
、
朝
、
り
ー
ス
町
に

カ
ス
フ
テ
氏
の
店
な
訪
ね
、
京
都

大
學
に
買
ふ
遺
り
十
三
吋
力
〃
ゾ

ー
反
射
捕
な
見
ぜ
て
貰
っ
て
、
要

部
な
一
通
り
検
査
し
、
引
導
自
分

の
乗
る
鹿
島
丸
に
積
み
込
み
方
秘
頼
ん
で
置
い
て
出
座
Q

　
十
一
暗
頃
、
エ
デ
ン
バ
ラ
市
中
の
カ
ー
ル
ト
ン
丘
上
に
市
立
天
文
憂
た
訪
れ

主
任
ブ
イ
ル
ド
氏
に
面
面
、
話
し
誤
り
、
器
械
な
見
ぜ
ら
れ
た
り
し
六
。
此
所
匡

元
り
王
立
天
文
潜
り
跡
で
、
今
よ
り
百
年
ほ
こ
前
、
か
の
セ
ン
タ
ウ
ル
座
ア
星
の

親
差
た
獲
麗
し
糞
ヘ
ン
ダ
ー
ソ
ン
が
最
初
の
峯
長
ε
な
つ
カ
所
で
あ
ろ
Q
今
に
王

立
天
丈
璽
が
市
の
南
郊
に
移
り
、
元
の
場
所
ば
市
立
ビ
な
っ
て
、
．
般
市
民
の
天

丈
敏
育
の
表
め
に
用
ゐ
ら
れ
て
る
ろ
。
二
＋
一
吋
の
望
遠
鏡
が
あ
っ
替
り
し
て
、

三
二

器
械
も
可
な
　
で
あ
ろ
が
、
室
内
の
教
育
的
設
備
も
見
事
な
も
の
亡
感
じ
六
Q

　
午
後
、
宿
の
近
く
の
新
馳
院
に
佐
藤
君
た
訪
二
大
後
、
再
會
奄
約
し
お
き
、
自

分
ほ
電
車
で
，
行
、
プ
ラ
ク
フ
オ
ド
丘
上
の
王
立
天
文
台
為
訪
問
し
れ
。
画
革
サ
ム

ソ
ン
敦
授
ほ
「
多
忙
で
、
充
分
な
御
接
待
ほ
出
來
か
ぬ
ま
で
が
」
ぜ
・
言
ほ
れ
な
が
ら
，

時
計
室
や
、
子
午
環
室
や
、
六
吋
欝
物
プ
ー
ー
ズ
ム
鏡
、
太
陽
軍
配
装
置
、
十
五
吋

芋
麺
鏡
等
奄
案
内
ぜ
ら
れ
、
一
々
丁
寧
に
説
明
せ
ら
れ
れ
。
、
、
、
の
時
計
部
設
備

ぱ
世
界
に
有
名
な
も
の
で
あ
ろ
が
、
い
か
に
も
ピ
感
ず
る
所
が
多
か
つ
カ
。
此
の

日
ほ
朝
か
ら
天
氣
が
非
常
に
瞼
悪
で
、
雨
も
ふ
り
、
風
に
殊
に
強
か
つ
六
が
、
夕

方
、
佐
藤
君
書
、
招
か
れ
て
、
ニ
ウ
・
カ
レ
ジ
（
新
學
院
、
内
の
國
際
テ
イ
．
ク
ラ
ブ

に
行
つ
六
途
中
も
，
困
難
な
し
六
。
會
に
二
十
数
ヶ
國
の
人
々
が
集
ま
っ
て
、
可

な
り
愉
快
な
も
の
で
あ
っ
六
Q
此
の
會
で
同
好
會
員
黒
崎
幸
吉
氏
に
會
つ
れ
。

幸
川
月
二
十
二
日
（
土
）

　
朝
エ
デ
ン
バ
ラ
な
立
っ
て
、
十
時
グ
ラ
ス
ゴ
ー
着
。
ダ
イ
ン
街
か
ら
ア
ー
ツ
ル

街
の
賑
感
ひ
な
見
た
後
、
美
．
躍
館
の
傍
か
ら
ケ
ッ
ギ
ン
グ
ロ
ヴ
河
々
超
へ
て
、
大
學

為
見
、
次
で
大
峰
天
文
壷
奄
訪
問
。
姦
長
ベ
ソ
カ
ー
旋
授
に
迎
へ
ら
れ
、
九
吋
、

塾
図
、
二
十
吋
（
反
射
式
）
等
の
赤
道
儀
や
、
六
吋
の
子
午
環
を
見
た
。
此
所
の
六

吋
望
遠
鏡
の
分
光
篇
眞
装
置
が
昔
キ
ー
ラ
ー
の
分
光
器
の
モ
デ
ル
で
あ
っ
穴
ピ
ば

面
白
い
。
近
頃
　
此
の
天
文
墓
で
ば
総
懸
が
一
秒
昨
ほ
こ
向
違
っ
て
み
る
こ
ピ
な

了
見
し
、
近
い
内
に
精
密
な
槻
測
た
や
り
直
一
，
の
だ
ぞ
」
云
ふ
。

　
午
後
一
時
牛
、
グ
ラ
ス
ゴ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア
ン
中
央
捗
車
場
獲
。
四
百
哩
の
距
離

な
殆
ん
ざ
塵
車
な
し
に
、
入
時
間
に
走
り
了
っ
て
、
夜
十
時
に
ば
既
に
ロ
ン
ド
ン

の
客
こ
な
っ
た
の
に
ぱ
驚
い
云
。

十
臨
月
二
や
三
日
（
日
）

　
少
々
疲
勢
で
、
午
前
中
ば
新
具
な
ご
讃
み
！
、
、
室
内
で
休
む
。
午
後
ほ
グ
リ

ン
ヰ
チ
公
園
の
メ
ー
ズ
・
ヒ
ル
に
モ
ー
ン
ダ
博
士
を
訪
ね
れ
が
、
不
在
で
あ
っ
れ

の
で
、
ロ
ン
ド
ン
へ
館
っ
て
、
、
南
ケ
ン
シ
ン
ト
ン
の
理
科
浦
阿
物
鮎
朗
か
見
た
。
天
文

部
に
ば
，
W
・
ハ
ー
セ
レ
が
天
王
星
の
予
見
に
用
み
た
六
吋
反
射
鏡
や
，
彪
．
エ
リ
エ

ー
の
獲
行
し
六
天
氣
圖
や
、
ド
ロ
ン
ド
の
最
初
の
色
清
レ
ン
ブ
望
蓮
鏡
な
ご
が
あ

っ
表
。

十
一
月
二
十
四
日
（
月
）
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朝
、
ヶ
ン
シ
ン
下
ン
の
宿
に
駒
井
氏
夫
妻
を
訪
問
し
、
暫
く
話
し
れ
後
、
自
分

は
十
一
暗
牛
パ
デ
ン
ト
ン
停
車
場
獲
の
列
車
で
ナ
グ
ス
フ
ナ
ド
に
向
ふ
Q
副
い
雲

の
ば
午
後
一
暗
牛
、
水
テ
ル
・
〃
ラ
レ
ン
ド
ン
へ
。

　
｝
取
り
敢
へ
す
大
學
天
⊥
叉
憲
亀
な
訪
れ
六
が
、
テ
イ
の
時
劾
で
皆
畠
小
ム
仕
で
あ
っ
糞
か

ら
、
叉
來
る
こ
オ
に
し
て
、
後
　
ラ
ド
〃
可
フ
天
二
品
を
訪
問
し
六
Q
こ
」
で
に

数
ケ
月
前
に
赴
任
し
て
來
六
ば
か
り
の
壷
長
ノ
ク
ス
・
シ
ョ
ウ
氏
に
迎
え
ら
れ
、
同

氏
の
父
君
マ
」
三
人
が
テ
イ
な
頂
い
た
後
、
二
十
四
吋
窟
艶
言
蓮
鏡
や
、
十
五
赤
道

儀
や
、
其
の
他
可
な
り
古
い
子
午
線
器
風
な
ご
た
見
ぜ
ら
れ
れ
Q
こ
、
で
も
近
い

中
に
恒
星
親
差
の
爲
眞
襯
測
な
始
め
ろ
ε
言
っ
て
居
ら
れ
る
。

　
夕
方
、
宿
へ
H
H
4
ー
ナ
ー
転
置
が
來
訪
ぜ
ら
れ
れ
。

十
窟
月
＝
十
五
日
（
火
）

　
寒
く
て
、
風
か
引
い
表
ら
し
い
。

　
朝
、
ナ
〃
ス
フ
オ
ド
大
域
の
有
名
な
學
院
を
あ
ち
こ
ち
ピ
散
歩
し
六
後
、
昨
夕

の
約
に
よ
り
十
暗
牛
大
知
天
白
墓
た
訪
問
Q
タ
ー
ナ
ー
、
ベ
ラ
ミ
i
万
岳
に
迎
え

ら
れ
、
案
内
さ
れ
て
十
三
吋
の
爲
眞
望
蓮
鏡
マ
＼
＋
三
吋
の
範
式
反
射
鏡
な
見
、

叉
、
地
震
硯
月
舘
も
見
衷
Q
タ
ー
ナ
ー
峯
長
に
又
長
年
の
義
倉
星
表
研
究
に
つ
い

て
丁
寧
に
説
明
鷲
ら
れ
糞
0
1
一
そ
れ
か
ら
雨
氏
霊
共
に
自
分
は
プ
ラ
ツ
ク
水
ー

レ
街
の
タ
ー
ナ
ー
一
宮
宅
に
案
内
さ
れ
、
夫
人
の
厚
意
に
よ
っ
て
午
餐
奄
項
く
。

　
午
後
四
時
牛
、
嚢
。
同
六
時
ロ
ン
ド
ン
へ
婦
着
〇

十
一
月
二
＋
六
日
〔
水
）

　
朝
十
一
曲
～
、
ピ
カ
デ
リ
ー
の
バ
ー
リ
ン
ト
ン
館
に
ロ
亨
ヤ
ル
｝
大
点
又
學
高
目
本
部
為

訪
れ
、
書
記
ミ
ス
。
ヰ
リ
ア
ム
ス
に
面
會
、
恰
も
、
そ
こ
へ
出
來
て
來
て
居
穴
自
分

の
一
論
文
（
ヰ
シ
ソ
ン
山
で
昨
年
や
つ
六
太
陽
研
究
で
、
本
月
の
マ
ン
ス
リ
ー
・
ノ

テ
セ
ス
に
載
る
筈
の
も
の
）
の
校
正
を
し
表
。

　
午
後
五
時
牛
、
招
か
れ
て
、
ザ
イ
オ
ン
學
院
内
に
開
か
れ
ろ
大
英
天
文
協
會
の

例
會
に
出
席
し
花
先
づ
テ
イ
が
出
で
、
人
々
定
話
し
ま
に
る
問
に
、
モ
ー
ン
ダ

ー
夫
妻
、
會
長
デ
ノ
・
坦
・
ス
師
、
ク
ロ
ン
メ
リ
ン
浦
汀
士
等
に
會
つ
糞
Q
山
ハ
時
過
ぎ
よ

リ
會
が
開
か
れ
、
眞
先
に
自
分
ば
面
長
に
招
か
れ
て
登
壇
、
8
D
憂
光
星
統
計
に

關
す
ろ
研
究
概
略
亡
、
加
へ
て
、
日
本
天
丈
加
學
界
の
こ
亡
な
述
べ
象
Q

　
午
後
入
畔
牛
、
ギ
ル
ト
リ
ア
倖
車
場
嚢
㌔
特
別
急
行
列
車
で
、
三
智
ニ
ウ
（
ヴ

ン
港
暗
府
Q
古
幽
ぐ
に
乖
小
船
、
葛
藤
Q
可
な
り
の
蛇
波
に
ゆ
ら
れ
つ
」
佛
國
に
向
ふ
Q

十
騨
月
二
十
廟
日
（
木
）

　
船
ば
暴
風
を
つ
ゼ
て
午
前
二
時
過
ぎ
佛
港
デ
ー
プ
着
。
三
盛
獲
の
特
別
列
車
に

の
り
か
へ
、
六
甲
パ
リ
の
サ
ン
・
ラ
ザ
ー
ル
停
車
揚
着
Q
ホ
テ
ル
へ
に
七
暗
燗
避
ぎ

自
分
の
不
在
中
、
英
子
ば
可
な
り
面
自
い
パ
リ
生
活
卜
し
、
よ
ほ
こ
庇
の
都
會

に
馴
れ
糞
ご
い
ふ
〇

十
一
月
二
や
八
日
（
金
）

　
朝
、
宿
へ
、
室
山
住
氏
が
F
水
野
遺
存
同
道
し
て
泥
中
ぜ
ら
れ
六
の
に
ば
驚
川
い
た
み

世
界
置
案
外
ぜ
ま
い
も
の
、
會
ふ
人
に
ば
幾
度
も
會
ふ
。

　
午
後
、
細
散
歩
し
て
後
、
ド
オ
・
ソ
の
大
使
舘
｝
へ
ぬ
旗
雰
の
竃
口
引
日
き
な
し
て
裡
貝
ひ
に
行

つ
六
が
、
大
攣
に
人
か
込
ん
で
み
た
の
で
断
念
し
、
エ
ト
ワ
ル
附
近
准
あ
ろ
く
。

十
一
月
二
†
九
日
（
土
）

　
朝
、
第
五
匿
の
ソ
ム
ラ
ー
ル
街
九
番
地
に
室
住
氏
た
訪
ひ
、
氏
の
斡
旋
で
、
自

分
等
も
來
月
始
め
か
ら
此
の
家
に
移
る
こ
ご
に
定
め
糞
。

　
午
後
に
、
宿
で
、
モ
ー
ン
ダ
ー
夫
人
よ
り
逡
付
さ
れ
れ
ろ
β
A
A
雑
誌
校
正
…
刷

た
修
正
。
そ
れ
か
ら
イ
タ
リ
ア
街
あ
れ
り
ま
で
爾
人
で
散
歩
〇

十
剛
月
一
昌
や
日
（
日
）

　
朝
十
時
か
ら
、
水
野
、
室
住
、
松
本
（
史
家
）
三
氏
ぜ
、
五
年
夏
れ
で
、
ぺ
ー
ル

ラ
ザ
ー
．
ル
の
墓
地
為
訪
れ
、
皆
々
手
に
案
内
書
か
く
り
廣
げ
な
が
ら
醜
い
場
所
を

あ
る
音
ま
に
っ
穴
Q
訪
れ
象
墓
の
中
に
、
ボ
ア
ン
ソ
ー
、
ア
ラ
ゴ
、
ア
ベ
ラ
ー
ル

シ
ヨ
パ
ン
、
カ
ル
ノ
ー
、
コ
ム
ト
、
ゲ
ー
リ
ユ
サ
グ
、
ド
ー
デ
、
ラ
フ
ナ
ン
テ
イ

ン
、
　
モ
リ
エ
ー
ル
、
ド
ラ
ン
ブ
ル
、
　
ソ
イ
ツ
ド
な
ご
、
理
思
Ψ
者
や
、
哲
學
者
や
、

音
樂
家
、
文
豪
の
有
名
な
人
の
も
の
が
多
か
つ
ハ
Q
（
妹
に
堅
目
採
ナ
ス
ヵ
ー
。

ワ
イ
ル
ド
の
死
没
し
六
日
で
あ
ろ
の
だ
Q
）

「
暖
か
で
、
空
氣
の
澄
ん
だ
此
の
日
曜
の
真
日
た
墓
地
に
費
し
糞
の
匡
好
い
思
ひ

付
き
で
あ
っ
六
」
ぜ
、
言
ひ
一
、
そ
こ
た
去
り
、
ノ
ー
ト
〃
・
ダ
ム
の
裏
で
爲
眞

な
ご
撮
つ
近
心
、
エ
ト
フ
ル
の
近
く
の
湖
月
で
書
髭
Q
午
後
ば
三
時
か
ら
、
叉
、

高
畠
氏
に
」
茶
内
さ
れ
て
、
折
か
ら
開
合
口
中
の
二
色
の
サ
ロ
ン
」
た
グ
ラ
ン
・
パ
レ
イ

に
見
六
Q

轟
二
月
騙
日
（
月
）

三
三
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朝
、
荷
作
り
〇
十
一
時
頃
、
タ
ク
シ
に
総
て
の
荷
物
た
の
ぜ
て
、
ホ
テ
ツ
か
ら
ソ

ム
ラ
ー
ル
街
伸
弟
九
番
」
．
居
ろ
）
一
こ
㌧
に
暫
［
く
落
ち
つ
い
て
、
　
ハ
ウ
ス
。
キ
ー
ピ

ン
グ
な
ご
し
て
見
る
つ
も
り
。
前
の
エ
ト
フ
ル
附
近
よ
け
も
毒
断
ば
落
ち
う
か
知

れ
な
い
が
、
所
謂
ラ
テ
ン
目
の
殺
生
ま
ち
で
、
散
歩
す
る
場
．
所
も
附
近
に
多
く
，

本
屋
の
澤
山
あ
ろ
こ
亡
な
ご
も
、
自
分
に
に
都
合
好
い
事
の
一
つ
で
あ
ろ
。

十
二
月
　
日
（
火
）

．
近
く
蘭
蜀
方
面
に
旅
行
な
す
る
つ
も
り
で
、
ま
ち
へ
出
る
毎
に
、
何
く
れ
書
其

の
準
備
の
買
ひ
物
准
ず
る
。

十
二
月
三
日
（
水
）

　
夜
、
室
佳
氏
の
室
で
無
線
電
話
の
試
験
あ
す
る
Q
た
し
か
に
パ
リ
の
何
れ
か
の

放
迭
所
か
ら
演
説
が
き
・
、
え
て
來
て
る
ろ
が
、
準
が
低
い
の
亡
、
波
長
決
定
が
出

來
な
い
の
で
何
の
局
か
ら
に
鋼
明
し
な
い
。
二
人
で
色
々
亡
試
み
れ
り
考
へ
染
り

し
カ
が
、
あ
ざ
で
之
れ
ば
波
長
四
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
パ
可
1
學
院
か
ら
の
電
波
定

分
つ
れ
。

尋
二
月
騨
B
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
ル

　
朝
八
時
牛
、
軍
撹
、
家
た
出
で
、
北
鞭
車
場
か
ら
幽
獲
、
ナ
ラ
ン
ダ
か
ら
ド
イ

ツ
へ
の
族
矩
始
め
ろ
。
先
づ
午
後
一
越
佛
國
北
部
の
リ
ル
市
に
下
箪
Q
欧
州
大
賊

に
破
壊
さ
れ
れ
ま
・
の
市
鷹
舎
な
ご
見
な
が
ら
、
ブ
イ
リ
プ
善
女
、
場
に
大
學
理

學
部
為
訪
れ
れ
が
、
天
雷
蔓
ぱ
郊
外
の
ア
ム
に
あ
る
の
だ
ε
教
へ
ら
れ
て
、
又

一
旦
停
車
場
に
引
き
、
逼
す
。
（
今
夜
，
ジ
ユ
ヰ
シ
ー
天
文
墓
の
ケ
ニ
セ
氏
が
目
地
で

火
星
の
講
演
為
す
る
ビ
い
ふ
中
土
が
所
々
に
見
え
冬
。
）

　
停
車
場
廣
揚
か
ら
ル
ベ
ー
行
き
の
電
車
に
乗
り
、
牛
野
間
も
し
て
ア
ム
村
に
到

着
。
小
舟
に
敷
へ
ら
れ
て
、
天
文
寄
量
の
　
門
凸
剛
ま
で
、
來
ぬ
が
、
艶
甲
山
ジ
ョ
ン
ケ
ー
ル

氏
が
μ
今
に
不
本
一
だ
ゼ
論
理
μ
れ
．
て
、
大
に
▼
失
望
u
十
ふ
ハ
吋
の
由
漁
村
［
儀
野
侮
牧
め
糞
ド
・
ー

ム
の
上
貫
な
ご
一
二
枚
撮
影
し
六
の
み
で
、
元
の
主
な
引
き
返
し
ヵ
Q
－
時
間

の
絵
裕
も
無
い
の
で
、
午
後
五
聖
牛
リ
ル
簾
越
、
北
野
Q
プ
ラ
ン
ダ
ン
懸
で
ベ
ル

ギ
ー
國
の
視
關
為
涌
響
遡
。
　
㌣
汕
時
プ
リ
ユ
ソ
セ
ル
苗
量
り
（
舶
肩
い
六
六
の
羅
皿
が
”
南
の
羅
…

で
ば
な
く
て
北
畿
丁
だ
ご
氣
が
つ
い
た
の
ぱ
、
ホ
テ
㌣
の
室
を
決
め
て
、
食
事
に
外

出
し
て
、
再
び
自
室
．
ト
錨
っ
て
來
て
か
ら
の
事
で
あ
っ
れ
亘
）

十
二
月
置
日
金
）

三
四

　
プ
リ
ユ
ツ
セ
〃
に
今
ば
用
事
匡
無
い
O
今
朝
入
時
、
ア
ン
譲
ツ
ス
へ
向
け
轟
獲

九
時
着
Q
暫
く
市
申
な
歩
い
た
後
、
F
・
ド
・
・
ン
氏
へ
新
聞
記
者
で
二
丈
家
）
た
訪

ね
う
つ
も
り
で
、
電
車
で
、
デ
ー
ル
ン
町
へ
行
っ
て
心
力
が
、
氏
は
近
頃
他
へ
移

譲
し
れ
ら
し
く
、
何
ピ
し
て
も
今
の
居
所
が
わ
か
ら
な
い
。
致
方
な
く
、
元
の
ア

ン
ゴ
ル
ス
停
車
場
に
昂
り
、
午
後
一
時
獲
の
汽
車
で
ナ
ラ
ン
ダ
國
に
向
ふ
〇

　
二
時
、
ロ
；
セ
ン
ダ
ー
ル
で
税
關
検
査
Q
そ
れ
か
ら
乗
り
換
へ
て
、
夕
方
五
時

ウ
ト
レ
ヒ
ト
に
着
、
ホ
テ
ル
・
セ
ン
ト
ラ
ル
に
泊
る
。

　
食
後
、
大
學
天
交
壼
の
ナ
イ
ラ
ン
ド
教
授
に
電
話
で
、
明
日
訪
れ
カ
い
ぐ
」
通
じ

置
き
、
夜
ば
市
街
の
賑
や
か
そ
う
な
所
為
散
歩
。

噸
二
月
月
日
（
土
）

　
朝
散
歩
か
表
ぐ
ド
ー
ム
廣
揚
に
行
き
、
有
名
な
塔
に
上
ろ
。
畢
地
に
立
つ
糞

三
四
〇
尺
の
塔
だ
か
ら
、
遠
方
ま
で
、
ナ
ラ
ン
ダ
の
田
舎
の
景
が
見
え
ろ
こ
亡
U

約
束
の
．
時
に
　
大
學
の
物
理
歎
室
の
一
部
な
占
め
ろ
太
場
物
理
研
究
室
に
ユ
リ

ウ
ス
…
教
授
な
訪
問
Q
直
立
し
六
太
陽
分
光
研
究
設
備
ミ
、
其
の
若
干
の
結
果
か
親

し
く
説
明
ぜ
ら
れ
糞
。

　
正
午
少
し
渦
偲
き
、
ユ
リ
ウ
気
一
教
授
に
噛
遣
奄
教
へ
ら
れ
r
て
、
ゾ
ン
ネ
ン
プ
〃
グ
公

園
内
の
大
半
天
文
壁
要
望
d
、
先
つ
宏
大
な
壷
長
宅
に
招
彫
れ
て
午
餐
な
頂
く
。

ナ
イ
ラ
ン
ド
学
長
ぼ
一
九
〇
〇
年
・
に
、
一
目
食
野
駆
の
序
で
な
射
っ
て
、
日
本
へ
・
も

行
つ
糞
こ
ビ
が
あ
る
こ
て
、
其
の
歩
留
の
見
聞
錐
手
記
イ
．
京
都
の
ス
ケ
ッ
チ
な
亡

見
せ
ら
れ
六
が
、
中
に
東
京
勢
車
の
遊
廓
の
書
が
あ
っ
れ
に
匡
赤
画
し
六
Q
i

　
食
後
、
藁
長
の
案
内
で
十
月
頃
望
遠
鏡
も
見
ぜ
ら
れ
六
。
贈
れ
が
、
日
夜
、
攣

光
星
の
観
測
、
k
用
ゐ
ら
れ
て
る
る
の
だ
。

　
庇
の
日
、
自
分
が
此
の
潜
思
蔓
た
訪
問
し
乳
の
が
雰
常
な
僥
倖
で
あ
っ
六
理
由

が
あ
る
Q
そ
れ
ば
、
今
日
午
後
三
時
な
期
し
て
、
オ
ラ
ン
ダ
申
の
生
な
天
丈
皇
か

ら
の
忍
者
れ
ち
が
、
此
の
ウ
ト
レ
ヒ
ト
の
天
文
蔓
．
凶
來
集
し
、
學
術
語
の
打
ち
合

ぜ
會
な
開
く
亡
い
ふ
好
機
に
偶
然
出
合
つ
れ
か
ら
で
あ
る
Q
此
の
日
集
っ
た
人
々

一
帯
’
、
て
自
分
が
面
直
し
た
人
々
ぱ
、
富
ウ
ト
レ
ヒ
ト
の
ナ
イ
ラ
ン
ド
、
ユ
リ

ウ
ス
爾
教
授
の
外
に
、
ラ
イ
デ
ン
大
為
天
文
塞
ル
ら
ば
塾
長
．
・
．
・
シ
タ
ン
氏
ε
ナ

ナ
財
ト
為
、
ア
ム
ス
デ
ル
ダ
ム
大
學
か
ら
に
バ
ン
ネ
〃
i
グ
教
授
、
グ
ロ
；
ニ
ン

ゲ
ン
か
ら
ほ
ゾ
ン
・
ラ
イ
ン
教
授
か
あ
っ
旗
G


